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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時間領域デコーダによって復号化された時間領域励振の合成物を修正するための装置で
あって、
　前記復号化された時間領域励振の前記合成物のいくつかのカテゴリのうちの1つへの分
類器と、
　前記復号化された時間領域励振の周波数領域励振への変換器と、
　前記復号化された時間領域励振の前記合成物が前記分類器によって分類されたカテゴリ
に応じる前記周波数領域励振の修正器と、
　修正された周波数領域励振の修正された時間領域励振への変換器と、
　前記復号化された時間領域励振の修正された合成物を生成するために、前記修正された
時間領域励振が供給される合成フィルタとを含む、時間領域励振の合成物を修正するため
の装置。
【請求項２】
　前記修正器は、時間領域の寄与度の使用が停止されるカットオフ周波数の計算機を含む
、請求項1に記載の時間領域励振の合成物を修正するための装置。
【請求項３】
　前記修正器は、
　前記カットオフ周波数より高い周波数領域励振のゼロアーと、
　正規化された周波数領域励振を生成するための、前記カットオフ周波数より低い周波数
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領域励振の正規化器とを含む、請求項2に記載の時間領域励振の合成物を修正するための
装置。
【請求項４】
　前記修正器は、ランダムノイズ発生器と、ランダムノイズの前記正規化された周波数領
域励振への加算器とを含む、請求項3に記載の時間領域励振の合成物を修正するための装
置。
【請求項５】
　前記修正器は、修正の前および後の前記周波数領域励振のエネルギーを使用する、整合
利得の計算機を含み、
　前記計算機は、前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記正規化された周
波数領域励振に前記整合利得を適用する、請求項3または4のいずれか一項に記載の時間領
域励振の合成物を修正するための装置。
【請求項６】
　前記分類器は、前記復号化された時間領域励振の前記合成物を受動的として、または能
動的な無声として分類する、請求項2から5のいずれか一項に記載の時間領域励振の合成物
を修正するための装置。
【請求項７】
　前記復号化された時間領域励振の前記合成物が、前記分類器によって前記カテゴリのう
ちの所与の1つとして分類されたとき、前記合成フィルタのスムーザを含む、請求項1から
6のいずれか一項に記載の時間領域励振の合成物を修正するための装置。
【請求項８】
　前記周波数領域励振は、それぞれが周波数ビンに分割される周波数バンドに分割され、
　前記修正器は、正規化された周波数領域励振を生成するために、周波数バンドによって
変化する正規化ファクターを使用する、前記周波数領域励振の正規化器を含む、請求項1
から4のいずれか一項に記載の時間領域励振の合成物を修正するための装置。
【請求項９】
　前記正規化器は、前記周波数ビンを含む周波数バンド中の前記正規化された周波数領域
励振の最大値の分数より低い前記正規化された周波数領域励振における前記周波数ビンの
ゼロアーを含む、請求項8に記載の時間領域励振の合成物を修正するための装置。
【請求項１０】
　前記修正器は、修正の前および後の前記周波数領域励振のエネルギーを使用する、周波
数バンド当たりの整合利得の計算機を含む、請求項8または9に記載の時間領域励振の合成
物を修正するための装置。
【請求項１１】
　前記修正器は、第1の周波数より低い周波数バンドに関して、前記修正された周波数領
域励振を生成するために、前記正規化された周波数領域励振に前記整合利得を適用するた
めの計算機を含む、請求項10に記載の時間領域励振の合成物を修正するための装置。
【請求項１２】
　第1のより低い周波数と第2のより高い周波数との間の周波数バンドに関して、
　前記正規化された周波数領域励振の周波数バンド当たりの最大値の発見器と、
　前記周波数ビン中の前記正規化された周波数領域励振が、前記周波数バンドの前記最大
値に比例する値に等しいか、またはそれより高いとき、周波数ビン当たりの増幅ファクタ
ーだけ、前記整合利得を増幅するための増幅器と、
　前記周波数ビン中で前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記周波数ビン
中の前記正規化された周波数領域励振に前記増幅された整合利得を適用するための計算機
とを含む、請求項10に記載の時間領域励振の合成物を修正するための装置。
【請求項１３】
　第1のより低い周波数と第2のより高い周波数との間の周波数バンドに関して、
　前記正規化された周波数領域励振の周波数バンド当たりの最大値の発見器と、
　前記周波数ビン中の前記正規化された周波数領域励振が、前記周波数バンドの前記最大
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値に比例する値より低いとき、前記周波数バンドの周波数ビン当たりの減衰ファクターだ
け、前記整合利得を減衰させるための減衰器と、
　前記周波数ビン中で前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記周波数ビン
中の前記正規化された周波数領域励振に前記減衰された整合利得を適用するための計算機
とを含む、請求項10に記載の時間領域励振の合成物を修正するための装置。
【請求項１４】
　所与の周波数より高い周波数バンドに関して、
　前記正規化された周波数領域励振の周波数バンド当たりの最大値の発見器と、
　前記整合利得のための傾斜の計算機であって、前記周波数ビン中の前記正規化された周
波数領域励振が、前記周波数バンドの前記最大値に比例する値より高いとき、前記計算機
は、前記整合利得に計算された傾斜を適用する、計算機と、
　前記周波数ビン中で前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記計算された
傾斜が適用されている前記整合利得を、前記周波数ビン中の前記正規化された周波数領域
励振に適用するための計算機とを含む、請求項10に記載の時間領域励振の合成物を修正す
るための装置。
【請求項１５】
　所与の周波数より高い周波数バンドに関して、
　前記正規化された周波数領域励振の周波数バンド当たりの最大値の発見器と、
　前記周波数ビン中の前記正規化された周波数領域励振が、前記周波数バンドの前記最大
値に比例する値より低いとき、前記周波数バンドの周波数ビン当たりの増幅ファクターだ
け、前記整合利得を減衰させるための減衰器と、
　前記周波数ビン中で前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記周波数ビン
中の前記正規化された周波数領域励振に前記減衰された整合利得を適用するための計算機
とを含む、請求項10に記載の時間領域励振の合成物を修正するための装置。
【請求項１６】
　符号化パラメータによって符号化された音響信号を復号化するための装置であって、
　前記音響信号の符号化パラメータに応答する時間領域励振のデコーダと、
　前記時間領域励振の合成物を生成するために、前記復号化された時間領域励振に応答す
る合成フィルタと、
　前記時間領域励振の前記合成物を修正するための、請求項1から15のいずれか一項に記
載の前記装置とを含む、装置。
【請求項１７】
　時間領域デコーダによって復号化された時間領域励振の合成物を修正するための方法で
あって、
　前記復号化された時間領域励振の前記合成物をいくつかのカテゴリのうちの1つに分類
するステップと、
　前記復号化された時間領域励振を周波数領域励振に変換するステップと、
　前記復号化された時間領域励振の前記合成物が分類されたカテゴリに応じて前記周波数
領域励振を修正するステップと、
　前記修正された周波数領域励振を修正された時間領域励振に変換するステップと、
　前記復号化された時間領域励振の修正された合成物を生成するために、前記修正された
時間領域励振を合成するステップとを含む、時間領域励振の合成物を修正するための方法
。
【請求項１８】
　前記周波数領域励振を修正するステップは、時間領域の寄与度の使用が停止されるカッ
トオフ周波数を計算するステップを含む、請求項17に記載の時間領域励振の合成物を修正
するための方法。
【請求項１９】
　前記周波数領域励振を修正するステップは、
　前記カットオフ周波数より高い周波数領域励振をゼロに設定するステップと、
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　正規化された周波数領域励振を生成するために、前記カットオフ周波数より低い周波数
領域励振を正規化するステップとを含む、請求項18に記載の時間領域励振の合成物を修正
するための方法。
【請求項２０】
　前記周波数領域励振を修正するステップは、
　ランダムノイズを発生するステップと、
　前記ランダムノイズを前記正規化された周波数領域励振に加えるステップとを含む、請
求項19に記載の時間領域励振の合成物を修正するための方法。
【請求項２１】
　前記周波数領域励振を修正するステップは、
　修正の前および後の前記周波数領域励振のエネルギーを使用して、整合利得を計算する
ステップと、
　前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記整合利得を前記正規化された周
波数領域励振に適用するステップとを含む、請求項19または20に記載の時間領域励振の合
成物を修正するための方法。
【請求項２２】
　前記復号化された時間領域励振の前記合成物は、受動的として、または能動的な無声と
して分類される、請求項18から21のいずれか一項に記載の時間領域励振の合成物を修正す
るための方法。
【請求項２３】
　前記復号化された時間領域励振の前記合成物が、前記カテゴリのうちの所与の1つとし
て分類されたとき、前記修正された時間領域励振の合成を平滑化するステップを含む、請
求項17から22のいずれか一項に記載の時間領域励振の合成物を修正するための方法。
【請求項２４】
　前記周波数領域励振は、それぞれが周波数ビンに分割される周波数バンドに分割され、
　前記周波数領域励振を修正するステップは、正規化された周波数領域励振を生成するた
めに、周波数バンドによって変化する正規化ファクターを使用して前記周波数領域励振を
正規化するステップを含む、請求項17から20のいずれか一項に記載の時間領域励振の合成
物を修正するための方法。
【請求項２５】
　前記周波数領域励振を修正するステップは、前記周波数ビンを含む周波数バンド中の前
記正規化された周波数領域励振の最大値の分数より低い前記正規化された周波数領域励振
における前記周波数ビンをゼロに設定するステップを含む、請求項24に記載の時間領域励
振の合成物を修正するための方法。
【請求項２６】
　前記周波数領域励振を修正するステップは、修正の前および後の前記周波数領域励振の
エネルギーを使用して、周波数バンド当たりの整合利得を計算するステップを含む、請求
項24または25に記載の時間領域励振の合成物を修正するための方法。
【請求項２７】
　前記周波数領域励振を修正するステップは、第1の周波数より低い周波数バンドに関し
て、前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記整合利得を前記正規化された
周波数領域励振に適用するステップを含む、請求項26に記載の時間領域励振の合成物を修
正するための方法。
【請求項２８】
　第1のより低い周波数と第2のより高い周波数との間の周波数バンドに関して、
　前記正規化された周波数領域励振の周波数バンド当たりの最大値を発見するステップと
、
　前記周波数ビン中の前記正規化された周波数領域励振が、前記周波数バンドの前記最大
値に比例する値に等しいか、またはそれより高いとき、周波数ビン当たりの増幅ファクタ
ーだけ、前記整合利得を増幅するステップと、
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　前記周波数ビン中で前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記周波数ビン
中の前記正規化された周波数領域励振に前記増幅された整合利得を適用するステップとを
含む、請求項26に記載の時間領域励振の合成物を修正するための方法。
【請求項２９】
　第1のより低い周波数と第2のより高い周波数との間の周波数バンドに関して、
　前記正規化された周波数領域励振の周波数バンド当たりの最大値を発見するステップと
、
　前記周波数ビン中の前記正規化された周波数領域励振が、前記周波数バンドの前記最大
値に比例する値より低いとき、前記周波数バンドの周波数ビン当たりの減衰ファクターだ
け、前記整合利得を減衰させるステップと、
　前記周波数ビン中で前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記周波数ビン
中の前記正規化された周波数領域励振に前記減衰された整合利得を適用するステップとを
含む、請求項26に記載の時間領域励振の合成物を修正するための方法。
【請求項３０】
　所与の周波数より高い周波数バンドに関して、
　前記正規化された周波数領域励振の周波数バンド当たりの最大値を発見するステップと
、
　前記周波数ビン中の前記正規化された周波数領域励振が、前記周波数バンドの前記最大
値に比例する値より高いとき、前記整合利得のための傾斜を計算し、そして前記計算され
た傾斜を前記整合利得に適用するステップと、
　前記周波数ビン中で前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記計算された
傾斜が適用されている前記整合利得を、前記周波数ビン中の前記正規化された周波数領域
励振に適用するステップとを含む、請求項26に記載の時間領域励振の合成物を修正するた
めの方法。
【請求項３１】
　所与の周波数より高い周波数バンドに関して、
　前記正規化された周波数領域励振の周波数バンド当たりの最大値を発見するステップと
、
　前記周波数ビン中の前記正規化された周波数領域励振が、前記周波数バンドの前記最大
値に比例する値より低いとき、前記周波数バンドの周波数ビン当たりの増幅ファクターだ
け、前記整合利得を減衰させるステップと、
　前記周波数ビン中で前記修正された周波数領域励振を生成するために、前記減衰された
整合利得を、前記周波数ビン中の前記正規化された周波数領域励振に適用するステップと
を含む、請求項26に記載の時間領域励振の合成物を修正するための方法。
【請求項３２】
　符号化パラメータによって符号化された音響信号を復号化するための方法であって、
　前記音響信号の符号化パラメータに応答して時間領域励振を復号化するステップと、
　前記時間領域励振の合成物を生成するために、前記復号化された時間領域励振を合成す
るステップと、
　請求項17から31のいずれか一項に記載の、前記時間領域励振の前記合成物を修正するた
めの前記方法とを含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、時間領域デコーダによって復号化された時間領域励振の合成物を修正するた
めの装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最新式の会話コーデックは、ビットレートが約8kbpsの状態で、明瞭な音声信号を極め
て高品質で表すことができ、16kbpsのビットレートにおける明瞭さに近づけることができ
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る。低ビットレートにおいてさえも、この音声の高品質を維持するためには、マルチモー
ダル(multi modal)符号化スキームを使用することができる。通常、入力音響信号は、そ
の特性を反映する異なるカテゴリの間に分割される。たとえば、異なるカテゴリは、有声
、無声および出だし音(onset：頭子音)のカテゴリを含むことができる。コーデックでは
、これらのカテゴリのすべてに最適化される異なる符号化モードが使用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】Milan JelinekおよびPhilippe Gournay、PCT特許出願国際公開第03102921
号、「A method and device for efficient frame erasure concealment in linear pred
ictive based speech codecs」
【特許文献２】T. Vaillancourt他、PCT特許出願国際公開第2007073604号、「Method and
 device for efficient frame erasure concealment in speech codecs」
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】3GPP TS 26.190,「Adaptive Multi-Rate-Wideband(AMR-WB)speech code
c」;Transcoding functions
【非特許文献２】J. D. Johnston、「Transform coding of audio signal using percept
ual noise criteria」、IEEE J. Select. Areas Commun., vol.6、314～323頁、1988年2
月
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、いくつかの展開されている音声コーデックでは、このマルチモーダルのアプロ
ーチが使用されておらず、明瞭な音声と異なる音響信号では、特に低いビットレートにお
いて準最適な品質になる。コーデックが展開されたとき、ビットストリームが標準化され
ており、ビットストリームに対するあらゆる修正が、コーデックの相互運用性を壊すこと
になるということが原因で、エンコーダを修正することは困難である。しかし、デコーダ
の修正は、受信側で受け取られる品質を向上させるように実施することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第1の態様によれば、本開示は、時間領域デコーダによって復号化された時間領域励振
の合成物を修正するための装置に関し、該装置は、復号化された時間領域励振の合成物の
いくつかのカテゴリのうちの1つへの分類器と;復号化された時間領域励振の周波数領域励
振への変換器と;復号化された時間領域励振の合成物が分類器によって分類されたカテゴ
リに応じる、周波数領域励振の修正器と;修正された周波数領域励振の修正された時間領
域励振への変換器と;復号化された時間領域励振の修正された合成物を生成するために、
修正された時間領域励振が供給される合成フィルタとを含む。
【０００７】
　別の態様によれば、本開示は、符号化パラメータによって符号化された音響信号を復号
化するための装置に関し、その装置は、音響信号の符号化パラメータに応答する時間領域
励振のデコーダと;前記時間領域励振の合成物を生成するように、復号化された時間領域
励振に応答する合成フィルタと;時間領域励振の合成物を修正するための上記に述べた装
置とを含む。
【０００８】
　第3の態様によれば、本開示は、時間領域デコーダによって復号化された時間領域励振
の合成物を修正するための方法に関し、その方法は、復号化された時間領域励振の合成物
をいくつかのカテゴリの1つに分類するステップと;復号化された時間領域励振を周波数領
域励振に変換するステップと;復号化された時間領域励振の合成物が分類されたカテゴリ
に応じて、周波数領域励振を修正するステップと;修正された周波数領域励振を修正され
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た時間領域励振に変換するステップと;復号化された時間領域励振の修正された合成物を
生成するために、修正された時間領域励振を合成するステップとを含む。
【０００９】
　さらなる態様によれば、本開示は、符号化パラメータによって符号化された音響信号を
復号化するための方法に係わり、その方法は、音響信号の符号化パラメータに応答して時
間領域励振を復号化するステップと;前記時間領域励振の合成物を生成するために、復号
化された時間領域励振を合成するステップと;時間領域励振の合成物を修正するための上
記に述べた方法とを含む。
【００１０】
　時間領域励振の合成物を修正するための装置および方法に関する前述および他の特徴は
、限定しない実施例として設けた次の非限定の記述を、添付図面を参照して読むと、より
明らかになるはずである。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】受動的なフレームおよび能動的な無声フレームを向上させるためのCELPデコーダ
の修正を示す簡単化したブロック図である。
【図２】受動的なフレームおよび能動的な無声フレームを向上させるためのCELPデコーダ
の修正を示す詳細なブロック図である。
【図３】一般のオーディオフレームを向上させるためのCELPデコーダの修正を示す簡単化
したブロック図である。
【図４】一般のオーディオフレームを向上させるためのCELPデコーダの修正を示す詳細な
ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本開示は、相互運用性を維持し、かつ知覚品質を高めるように、デコーダ側でマルチモ
ーダルの復号化を実施するアプローチに関するものである。本開示では、参考文献[3GPP 
TS 26.190,「Adaptive Multi-Rate-Wideband(AMR-WB)speech codec」;Transcoding funct
ions]に記載されているAMR-WBが、例示的な例として使用されているが、このアプローチ
は、他のタイプの低ビットレートの音声デコーダに同様に適用することができることを念
頭に置くべきであり、この文献の全部の内容は、参照によって本明細書に組み込まれる。
【００１３】
　図1を参照すると、このマルチモーダルの復号化を達成するためには、時間領域励振デ
コーダ102が、まず、受け取られたビットストリーム101、たとえばAMR-WBビットストリー
ムを全部復号化して、完全な時間領域の符号励振線形予測(CELP:Code-Excited Linear Pr
ediction)による復号化された励振を得る。復号化された時間領域励振は、線形予測(LP:L
inear Prediction)合成フィルタ103によって処理され、デコーダの内部サンプリング周波
数における音声/音響信号の時間領域合成物が得られる。AMR-WBでは、この内部サンプリ
ング周波数は12.8kHzであるが、別のコーデックでは、それは、異なることができるはず
である。
【００１４】
　LP合成フィルタ103からの現在のフレームの時間領域合成物は、ビットストリーム101か
らの音声区間検出(VAD:voice activity detection)情報109が提供される分類器104-105-1
06-301(図1、図2および図3)によって処理される。分類器104-105-106-301は、時間領域合
成物を分析して受動的な音声、能動的な有声音声、能動的な無声音声または一般のオーデ
ィオのいずれかとして分類する。受動的な音声(1051で検出される)は、音声バーストの間
のすべてのバックグラウンドのノイズを含み、能動的な有声音声(1061で検出される)は、
有声の特徴を有する能動的な音声バーストの間のフレームを表し、能動的な無声音声(106
2で検出される)は、無声の特徴を有する音声バーストの間のフレームを表し、そして一般
のオーディオ(3010で検出される)は、音楽または残響音声を表す。他のカテゴリが、追加
されるか、または上記のカテゴリから導き出されることができる。開示するアプローチは
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、特に、ただし排他的でなく、受動的な音声、能動的な無声音声および一般のオーディオ
の知覚品質を向上させることを目指している。
【００１５】
　一度時間領域合成物のカテゴリが決定されると、変換器/修正器107は、非オーバーラッ
プ周波数変換を使用して、時間領域励振デコーダ102からの復号化された励振を周波数領
域に変換する。同様にオーバーラップ変換を使用することができるが、しかしそれは、端
から端まで(end-to-end：エンドツーエンド)の遅延が増加するという意味を含み、それは
、ほとんどの場合望まれない。次いで、励振の周波数表現は、変換器/修正器107中で異な
る周波数バンドに分割される。周波数バンドは、固定のサイズを有することができるか、
またはクリティカルバンドに依存することができる[全体の内容が参照によって本明細書
に組み込まれる、J. D. Johnston、「Transform coding of audio signal using percept
ual noise criteria」、IEEE J. Select. Areas Commun., vol.6、314～323頁、1988年2
月参照]か、または任意の他の組み合わせである。次いで、バンド当たりのエネルギーが
計算され、変換器/修正器107中のメモリに保存されて、修正がグローバルなフレームのエ
ネルギーレベルを変化させていないことを保証するために、再成形プロセスの後で使用さ
れる。
【００１６】
　変換器/修正器107によって行われる周波数領域中の励振の修正は、合成物の分類によっ
て異なることができる。受動的な音声および能動的な無声音声について、再成形は、ノイ
ズを加えることによって低周波数を正規化することと、高周波数コンテンツをノイズだけ
と置き換えることとからなることができる。復号化された時間領域合成物のカットオフ周
波数、すなわち低周波数と高周波数との間のリミットは、約1～1.2kHzの値に固定するこ
とができる。復号化された時間領域合成物の低周波数コンテンツのいくらかは、修正され
ないフレームと修正されたフレームとの間で切り替えられるとき、不自然な結果(artifac
t)を防止するために保存される。時間領域励振デコーダ102からの復号化されたピッチの
関数として周波数ビンを選ぶことによって、カットオフ周波数をフレームごとに可変にす
ることも可能である。修正プロセスは、低ビットレートの音声コーデックと関連付けられ
た或る種類の電気ノイズを除去するという効果を有する。修正プロセスの後、6kHzより高
い周波数におけるLPフィルタの利得の低下を補償するように、それらの周波数についてエ
ネルギーをわずかに増加させることによって、周波数バンド当たりの初期エネルギーレベ
ルを取り戻すために、周波数バンドごとの利得整合が適用される。
【００１７】
　一般のオーディオとして分類されたフレームでは、変換器/修正器107中の処理が異なる
。まず、正規化が、すべてのバンドについて周波数バンドごとに実施される。正規化動作
では、バンド内の最大周波数値の分数より低い周波数バンド内部のすべてのビンは、ゼロ
に設定される。より高周波数バンドには、より多いビンが、バンドごとにゼロに設定され
る。これは、ビット配分が高いが、より多くのビットがより低周波数に割り当てられてい
る周波数定量化スキームをシミュレートしている。正規化プロセスの後、ゼロに設定され
たビンをランダムノイズに置き換えるために、ノイズ充填(noise fill)を適用することが
できるが、しかしビットレートに依存して、ノイズ充填は、常には使用されない。修正プ
ロセスの後、周波数バンドごとの利得整合が、周波数バンド当たりの初期エネルギーレベ
ルを取り戻すために適用され、そして一般のオーディオ入力の場合、LPフィルタのシステ
ム的な過小評価を補償するために、ビットレートに依存する傾斜是正が周波数バンドに沿
って適用される。一般のオーディオ経路に対する別の差別化は、利得整合がすべての周波
数ビンにわたって適用されないことに起因する。一般のオーディオのスペクトルが、通常
、音声よりピーキー(peaky)なので、スペクトルのパルスを識別して、それをいくぶん強
調することが可能であるとき、知覚品質は向上する。そうするためには、傾斜是正による
十分な利得整合が、周波数バンド内部のもっとも高いエネルギーのビンだけに適用される
。もっとも低いエネルギーのビンに関しては、わずかな利得整合だけがそれらのビンに適
用される。これによって、スペクトルのダイナミックが高められることになる。
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【００１８】
　励振周波数の再成形および利得整合の後、修正された時間領域励振を得るために、変換
器/修正器107が逆周波数変換を適用する。この修正された励振は、LP合成フィルタ108に
よって処理され、修正された時間領域合成物が得られる。ディエンファサイジング(de-em
phasizing)フィルタおよび再サンプラ112における16kHz(AMR-WBの例について)までの最終
的なディエンファシス(de-emphasis)および再サンプリングの前に、上書き器110は、LP合
成フィルタ103からの時間領域の復号化された合成物を、時間領域の復号化された合成物
の分類に依存して修正されたLP合成フィルタ108からの時間領域合成物によって単に上書
きする。
【００１９】
　受動的な音声の場合、能動的な無声音声の修正に比べて唯一の差は、より平坦なノイズ
変動を与えるようにLP合成フィルタ108を平滑化するために、スムーザ111を使用すること
である。残された修正は、能動的な無声経路についてのものと同じである。次の文章では
、開示するアプローチの実装形態のより詳細な実施例を、図2を参照して述べる。
【００２０】
1) 信号分類
　図2を参照すると、分類器104-105-106-301は、デコーダで、上文に記載のように、修正
が適用されるビットレートに関して音声/音響信号の時間領域合成物1021を分類する。図
面を簡単にするために、LP合成フィルタ103は、図2に示していない。デコーダでの分類は
、全体の内容が参照によって本明細書に組み込まれる、参考文献[Milan JelinekおよびPh
ilippe Gournay、PCT特許出願国際公開第03102921号、「A method and device for effic
ient frame erasure concealment in linear predictive based speech codecs」]および
[T. Vaillancourt他、PCT特許出願国際公開第2007073604号、「Method and device for e
fficient frame erasure concealment in speech codecs」]に記載されているものと同様
であると共に、さらに、一般のオーディオ検出のためのいくつかの適用である。デコーダ
でのフレームの分類のために、次のパラメータが使用される;正規化相関rx、スペクトル
傾斜基準et、ピッチ安定性カウンタpc、現在のフレームの最後における音響信号の相対的
なフレームエネルギーEsおよびゼロ交差カウンタzcである。信号を分類するために使用さ
れるこれらのパラメータの計算は、下記で説明される。
【００２１】
　正規化相関rxは、音声/音響信号の時間領域合成物Sout(n)に基づき、フレームの最後で
計算される。時間領域励振デコーダ102からの最後のサブフレームのピッチ遅延が使用さ
れる。より具体的には、正規化相関rxは、次のようにピッチに同期して計算される。
【００２２】
【数１】

【００２３】
　ただし、x(n)=Sout(n)であり、Tは、最後のサブフレームのピッチ遅延であり、t=L-Tで
あり、そしてLは、フレームサイズである。最後のサブフレームのピッチ遅延が、3N/2よ
り大きい場合(Nはサブフレームサイズである)、Tは、最後の2つのサブフレームの平均の
ピッチ遅延に設定される。
【００２４】
　したがって、正規化相関rxは、音声/音響信号の時間領域合成物Sout(n)を使用して計算
される。サブフレームサイズ(64サンプル)より小さいピッチ遅延に関して、正規化相関は
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、t=L-Tの瞬間およびt=L-2Tの瞬間で2回計算され、正規化相関rxは、これらの2つの計算
値の平均値として与えられる。
【００２５】
　スペクトルの傾斜パラメータetは、エネルギーの周波数分布に関する情報を含む。非限
定の実施例として、デコーダでのスペクトルの傾斜は、時間領域合成物の第1の正規化自
己相関係数として推定される。これは、最後の3つのサブフレームに基づき、次のように
計算される。
【００２６】
【数２】

【００２７】
　ただし、x(n)=Sout(n)は、時間領域合成信号であり、Nは、サブフレームサイズであり
、そしてLは、フレームサイズである(AMR-WBの例ではN=64およびL=256)。
【００２８】
　ピッチ安定性カウンタpcは、ピッチ期間の変動を評価する。これは、次のようにデコー
ダで計算される。
　　　　　ｐｃ＝｜ｐ３＋ｐ２－ｐ１－ｐ０｜　　（３）
【００２９】
　値p0、p1、p2およびp3は、現在のフレームの4つのサブフレームからの閉ループのピッ
チ遅延に対応する(AMR-WBの例では)。
【００３０】
　相対的なフレームエネルギーEsは、dBでの現在のフレームエネルギーEfとその長期平均
値Eltとの間の差として計算される。
　　　　　Ｅｓ＝Ｅｆ－Ｅｌｔ　　　　　　（４）
【００３１】
　ただし、現在のフレームエネルギーEfは、フレームの最後でピッチに同期して計算され
るdBでの時間領域合成物Sout(n)のエネルギーであり、次のようである。
【００３２】
【数３】

【００３３】
　ただし、L=256(AMR-WBの例では)は、フレーム長であり、Tは、最後の2つのサブフレー
ムの平均のピッチ遅延である。Tがサブフレームサイズより小さい場合、Tは、2Tに設定さ
れる(短いピッチ遅延については2つのピッチ期間を使用して計算されるエネルギー)。
【００３４】
　長期平均化エネルギーは、次の関係を使用して能動的な音声フレームに対して更新され
る。
　　　　　Ｅｌｔ＝０．９９Ｅｌｔ＋０．０１Ｅｆ　　　　（６）



(11) JP 6239521 B2 2017.11.29

10

20

30

40

【００３５】
　最後のパラメータは、時間領域合成物Sout(n)の1つのフレームに対して計算されるゼロ
交差カウンタzcである。非限定の実施例として、ゼロ交差カウンタzcは、時間領域合成物
の符号が、その期間の間、正から負に変化する回数をカウントする。
【００３６】
　分類をよりロバストなものにするために、複数の分類パラメータを合わせて考慮し、1
つのメリット関数fmを形成するものとする。その目的のために、分類パラメータは、まず
、線形関数を使用してスケーリングされる。パラメータpxを考えると、そのスケーリング
されたバージョンは、次式を使用して得られる。
　　　　　ｐｓ＝ｋｐ・ｐｘ＋ｃｐ　　　　　（７）
【００３７】
　スケーリングされたピッチ安定性カウンタpcは、0と1の間にクリップされる。関数の係
数kpおよびcpは、そのパラメータのそれぞれについて実験的に見つけられている。実装形
態のこの実施例で使用される値は、テーブル1(表1)に要約している。
【００３８】
【表１】

【００３９】
　メリット関数は、次のように定義される。
【００４０】
【数４】

【００４１】
　ただし、上付き文字sは、パラメータのスケーリングされたバージョンを示す。
【００４２】
　次いで、フレームの分類が、メリット関数fmを使用し、テーブル2(表2)に要約したルー
ルに従って行われる。
【００４３】
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【００４４】
　この分類に加えて、エンコーダによる音声区間検出(VAD:voice activity detection)に
関する情報109は、AMR-WBの例の場合のように、ビットストリーム101中で伝達することが
できる(図1)。それゆえ、エンコーダが現在のフレームを能動的なコンテンツ(VAD=1)とし
て見なしているのか、または受動的なコンテンツ(バックグラウンドノイズ、VAD=0)とし
て見なしているのかを規定するために、1つのビットがビットストリーム101中に送られる
。VAD情報が、コンテンツは受動的であると示すとき、分類器の一部分104、105、106およ
び301は、分類を無声として上書きする。
【００４５】
　分類スキームは、さらに、一般のオーディオ検出を含む(図3の分類器の一部分301参照)
。一般のオーディオのカテゴリは、音楽、残響音声を含み、そしてまた、バックグラウン
ドの音楽を含むことができる。分類の第2のステップは、分類器104-105-106-301が、十分
な確かさで、現在のフレームを一般のオーディオとして分類することができることを可能
にする。2つのパラメータが、この第2の分類のステップを実現するために使用される。パ
ラメータの1つは、方程式(5)で公式化される全フレームエネルギーEfである。
【００４６】
　まず、これまでの40個の全フレームエネルギー変動の平均値
【００４７】

【数５】

【００４８】
が、次の関係を使用して計算される。
【００４９】
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【数６】

【００５０】
　次いで、最後の15個のフレームにわたるエネルギー変動履歴の統計的偏差σEが、次の
関係を使用して決定される。
【００５１】

【数７】

【００５２】
　その結果得られた偏差σEは、復号化された合成物のエネルギー安定性についての表示
を与える。通常、音楽は、エネルギー安定性が音声より高い(エネルギー変動履歴の統計
的偏差がより低い)。
【００５３】
　さらに、方程式(5)で公式化されるフレームエネルギーEfが-12dBより高いとき、無声と
して分類される2つのフレームの間の間隔Nuvを評価するために、第1のステップの分類が
使用される。フレームが無声として分類され、フレームエネルギーEfが-9dBより大きいと
きは、信号が無声であるが無音でないことを意味し、方程式(6)で公式化される長期の能
動的な音声エネルギーEltが40dBより低い場合、無声間隔カウンタが16に設定され、そう
でなければ、無声間隔カウンタNuvが8だけ減少される。カウンタNuvは、また、能動的な
音声信号については0と300の間に制限され、受動的な音声信号については0と125の間に制
限される。この例示的な例では、能動的な音声信号と受動的な音声信号との間の差は、ビ
ットストリーム101中に含められる音声区間検出(VAD)情報から推測することができること
に注意されたい。
【００５４】
　長期平均値は、能動的な音声信号に関して、次のように、この無声フレームカウンタか
ら導き出される。
【００５５】
【数８】

【００５６】
　そして、受動的な音声信号に関しては、次のようである。
【００５７】

【数９】
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【００５８】
　さらにまた、長期平均値が大変大きく、偏差σEが大きいとき、たとえば、実装形態の
現在の実施例では、
【００５９】
【数１０】

【００６０】
およびσE>5であるとき、長期平均値は、次のように修正される。
【００６１】
【数１１】

【００６２】
　無声として分類されたフレームの間のフレーム数の長期平均値についてのこのパラメー
タは、フレームを一般のオーディオとして見なすべきかどうかを決定するために、分類器
104-105-106-301によって使用される。無声フレームが時間内でより接近していればいる
ほど、フレームが音声特性をますます有しそうである(一般のオーディオである可能性が
より少ない)。例示的な例では、フレームを一般のオーディオとして見なすのかどうかを
決定するしきい値GAは、次のように定義される。
【００６３】
【数１２】

【００６４】
　方程式(9)で定義されるパラメータ
【００６５】

【数１３】

【００６６】
は、大きいエネルギー変動を一般のオーディオとして分類しないように加えられ、その変
動は、能動的な音声として維持される。
【００６７】
　励振に対して実施される修正は、フレームの分類によって決定され、或るタイプのフレ
ームには、全く修正が施されない。次のテーブル3(表3)に、修正を実施することができる
、またはできない場合を要約する。
【００６８】
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【表３】

【００６９】
　*一般のオーディオカテゴリは、実装形態に依存して、修正してもよく、またはしなく
てもよい。たとえば、一般のオーディオは、受動的であるだけ修正してよく、あるいは、
一般のオーディオは、能動的であるときだけ修正してもよく、そして、いつでも修正して
もよく、または、いつでも修正しなくてもよい。
【００７０】
2) 周波数変換
　周波数領域の修正フェーズの間、励振は、変換領域中で表すことが必要である。たとえ
ば、時間-周波数変換は、25Hzの周波数分解能を与えるタイプII DTC(離散コサイン変換;D
iscrete Cosine Transform)を使用して、変換器/修正器107の時間-周波数領域変換器201
によって達成されるが、しかし、あらゆる他の適切な変換を使用することができる。別の
変換が使用される場合、周波数分解能(上記で定義した)、周波数バンド数およびバンド当
たりの周波数ビン数(さらに下記で定義する)は、それに従って改訂することが必要である
。時間-周波数領域変換器201で計算される時間領域CELP励振の周波数表現feは、下記で与
えられる。
【００７１】
【数１４】

【００７２】
　ただし、etd(n)は、時間領域CELP励振であり、Lはフレーム長である。AMR-WBの例では
、フレーム長は、12.8kHzの対応する内部サンプリング周波数に対して256サンプルである
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。
【００７３】
　時間領域CELPデコーダ、たとえば102では、時間領域励振信号は、
　　　　　ｅｔｄ（ｎ）＝ｂｖ（ｎ）＋ｇｃ（ｎ）　　　（１５）
によって与えられる、ただし、v(n)は、適応コードブック寄与度(adaptive codebook con
tribution)であり、bは適応コードブック利得であり、c(n)は固定コードブック寄与度(fi
xed codebook contribution)であり、gは固定コードブック利得である。
【００７４】
3) バンド当たりのエネルギーの分析
　時間領域励振に対するあらゆる修正の前に、変換器/修正器107は、それ自体が周波数領
域励振のバンド当たりのエネルギーEbを計算するサブ計算機209を含む利得計算機208-209
-210を含み、そして励振スペクトル再成形後にエネルギーを調整するために、計算したバ
ンド当たりのエネルギーEbをメモリに保存する。12.8kHzのサンプリング周波数では、エ
ネルギーは、次のように、サブ計算機209によって計算することができる。
【００７５】
【数１５】

【００７６】
　ただし、CBbは、バンド当たりの累積周波数ビンを表し、Bbは、次のように定義される
周波数バンド当たりのビン数を表す。
【００７７】
【数１６】

【００７８】
　低周波数バンドは、参考文献[Milan JelinekおよびPhilippe Gournay、PCT特許出願国
際公開第03102921号、「A method and device for efficient frame erasure concealmen
t in linear predictive based speech codecs」]に記載のようにクリティカルなオーデ
ィオバンドに対応することができ、この文献の全部の内容は、参照によって本明細書に組
み込まれるが、しかし、3700Hzより高い周波数バンドは、それらのバンド中の起こり得る
スペクトルのエネルギー変動をより良く調和させるためには、少しだけより低いことがあ
る。スペクトルのバンドのあらゆる他の構成も可能である。
【００７９】
4) 受動的なフレームおよび能動的な無声フレームのための励振修正
　a) 時間領域寄与度対ノイズ充填のカットオフ周波数
　受動的なフレームおよび能動的な無声フレームについて、非修正の励振と修正された励
振との間の明瞭な切り替えを達成するためには、時間領域励振の寄与率の少なくともより
低い周波数が保存される。変換器/修正器107は、時間領域寄与度の使用を停止すべき周波
数を決定するカットオフ周波数計算機203を含み、カットオフ周波数fcは、1.2kHzの最小
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周波数は、時間領域励振デコーダ102からの復号化されたピッチ値に依存していて、より
高くすることができることを意味する。第8次高調波が、すべてのサブフレームのもっと
も低いピッチから計算され、時間領域寄与度は、この第8次高調波まで保存される。第8次
高調波の推定は、次のように計算される。
【００８０】
【数１７】

【００８１】
　ただし、Fs=12800Hzであり、Nsubは、サブフレーム数であり、Tは、復号化されたサブ
フレームのピッチである。Nbが、周波数範囲Lfに含まれる最大周波数バンドであって、す
べてのi<Nbについて、第8次高調波が配置されているバンドを見つけるために、次の不等
式がなお検証されるもっとも高いバンドを探し求めることによって、検証が行われる。
【００８２】

【数１８】

【００８３】
　ただし、Lfは、次のように定義される。
【００８４】
【数１９】

【００８５】
　Lf中のその周波数バンドの指標は、
【００８６】

【数２０】

【００８７】
と呼ぶことにし、それは、第8次高調波が配置されていそうである周波数バンドを示す。
計算機のカットオフ周波数計算機203は、1.2kHzと、第8次高調波が配置されていそうであ
る周波数バンドの最後の周波数
【００８８】
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【数２１】

【００８９】
との間のより高いほうの周波数として、次の関係を使用して、最終的なカットオフ周波数
ftcを計算する。
【００９０】

【数２２】

【００９１】
　b) 正規化およびノイズ充填
　変換器/修正器107は、カットオフ周波数fcより高い周波数バンドの周波数ビンをゼロに
設定するゼロアー(zeroer)204をさらに含む。
【００９２】
　受動的なフレームおよび能動的な無声フレームについて、変換器/修正器107の正規化器
(normalizer)205は、[0,4]の間において、時間領域CELP励振feの周波数表現の周波数バン
ドのfcより低い周波数ビンを、次の関係を使用して正規化する。
【００９３】
【数２３】

【００９４】
　その場合、変換器/修正器107は、ランダムノイズを発生するランダムノイズ発生器206
を含み、そして周波数ビンのすべてにわたり一定レベルでノイズを加えるために、簡単な
ノイズ充填が加算器207によって実施される。このノイズ添加を記述する関数は、以下の
ように定義される。
【００９５】

【数２４】

【００９６】
　ただし、randは、-1と+1の間に制限される乱数の発生器である。
【００９７】
　c) 修正された励振スペクトルのバンド当たりのエネルギー分析
　利得計算機208-209-210のサブ計算機208は、上記の章3で述べたものと同じ方法を使用
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して、スペクトル再成形Eb'後のバンド当たりのエネルギーを決定する。
【００９８】
　d) エネルギー整合
　受動的なフレームおよび能動的な無声フレームについて、エネルギー整合は、励振スペ
クトル修正後にバンド当たりのエネルギーをその初期値に調節することだけから成り立つ
。各バンドiについて、利得計算機208-209-210のサブ計算機210は、エネルギーを整合さ
せるために、周波数バンド中のすべてのビンに適用される整合利得Gbを次のように決定す
る。
【００９９】
【数２５】

【０１００】
　ただし、Eb(i)は、上記の章3の方法を使用してサブ計算機209で決定される、励振スペ
クトル修正前のバンド当たりのエネルギーであり、E'b(i)は、サブ計算機208で計算され
る、励振スペクトル修正後のバンド当たりのエネルギーである。特定のバンドiについて
、サブ計算機210で決定される、修正された(非正規化の)周波数領域励振
【０１０１】

【数２６】

【０１０２】
は、次のように書くことができる。
【０１０３】
【数２７】

【０１０４】
　ただし、CBbおよびBbは、上記の章3で定義される。
【０１０５】
5) 一般のオーディオフレームのための励振修正
　a) 正規化およびノイズ充填
　ここで、図3を参照することにする。分類器の一部分301によって決定される一般のオー
ディオフレームに関して、正規化は、わずかに異なり、正規化器302によって行われる。
まず、正規化ファクターNfは、バンドごとに変化し、低周波数バンドにはより高い値を使
用し、高周波数バンドにはより低い値を使用する。その考えは、パルスの位置がより正確
である低い周波数バンド中に、より大きい振幅をもたらし、パルスの位置がそれほど正確
でないより高い周波数バンド中に、より小さい振幅をもたらすということである。この例
示的な例では、周波数バンドによって変化する正規化ファクターNfは、次のように定義さ
れる。
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　　　Nf={16、16、16、16、16、16、16、12、12、12、12、8、8、8、8、8、4、4、2、2
、1、1、1}
【０１０６】
　特定の周波数バンドiに関して、一般のオーディオフレームの時間領域励振の周波数表
現(周波数領域励振)feの正規化は、次のように記述することができる。
【０１０７】
【数２８】

【０１０８】
　ただし、Bbは、周波数バンド当たりのビン数であり、バンド当たりの累積周波数ビンは
、CBbであり、feN(j)は、正規化された周波数領域励振である。BbおよびCBbは、上記の章
3で記述している。
【０１０９】
　さらにまた、正規化器302は、
【０１１０】
【数２９】

【０１１１】
【数３０】

【０１１２】
を得るために、各周波数バンド中のfeN(j)の最大値の分数Zfより低いすべての周波数ビン
をゼロに設定するゼロアー(zeroer)(図示せず)を含む。
【０１１３】
　ただし、Zfは、次のように表すことができる。
　　　Zf={1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、1、0.5、0.5、
0.5}
【０１１４】
　より挑戦的なゼロ設定は、スペクトルのピーキーな性質(peakiness：とがった性質)を
増加させることが望まれる場合、ベクトルZfの値を増加することによって実施することが
できる。
【０１１５】
　b) 修正された励振スペクトルのバンド当たりのエネルギー分析
　利得計算機303-304-306の計算機の一部分303は、上記の章3で記述したものと同じ方法
を使用して、スペクトル再成形後のバンド当たりのエネルギーEb'を決定する。
【０１１６】
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　c) エネルギー整合
　図3は、利得計算機303-304-306を示し、図4は、この利得計算機の計算機の一部分306を
より詳細に記述する。
【０１１７】
　一般のオーディオフレームに関して、エネルギー整合は、それがスペクトルのダイナミ
ックも増加させることを目指すので、より難しい。各周波数バンドiについて、利得計算
機303-304-306の計算機の一部分306のサブ計算機413は、方程式(22)中のものと同様に定
義される推定される利得Geを計算する。
【０１１８】
【数３１】

【０１１９】
　ただし、Eb(i)は、上記の章3で述べた方法を使用して、計算機の一部分304で決定され
る励振スペクトル修正前のバンド当たりのエネルギーであり、E'b(i)は、計算機の一部分
303で計算される、励振スペクトル修正後のバンド当たりのエネルギーである。
【０１２０】
　計算機の一部分306のサブ計算機414は、修正された(非正規化された)周波数領域励振
【０１２１】
【数３２】

【０１２２】
を形成するために、正規化器302およびスペクトルスプリッタ401-420からの正規化された
周波数領域励振
【０１２３】
【数３３】

【０１２４】
の最初の400Hz(または最初の4つのバンド)に、次の関係を使用して、利得Geを適用する。
【０１２５】
【数３４】

【０１２６】
　発見器404は、400Hzより高いバンドiごとに最大値maxa≦j<b(|feN(j)|)を決定し、ただ
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し、a=CBb(i)およびb=CBb(i)+Bb(i)は、上記の章3で定義されている。
【０１２７】
　正規化された周波数領域励振の400Hzと2kHzの間(バンド4～12)に含まれる周波数バンド
に関して(モジュール420および450参照)、周波数ビン中の正規化された周波数領域励振が
、
【０１２８】
【数３５】

【０１２９】
である場合(モジュール451参照)、増幅器402は、方程式(28)の上の行に示すように、ファ
クター1.1だけ、サブ計算機413からの利得Geを増幅する。サブ計算機403は、修正された(
非正規化された)周波数領域励振
【０１３０】

【数３６】

【０１３１】
を得るために、方程式(28)の最初の行に従って、周波数ビン中の正規化されたスペクトル
の励振
【０１３２】
【数３７】

【０１３３】
に、増幅器402からの増幅された利得を適用する。
【０１３４】
　さらに、正規化された周波数領域励振の400Hzと2kHzの間(バンド4～12)に含まれる周波
数バンドに関して(モジュール420および450参照)、周波数ビン中の正規化された周波数領
域励振が、
【０１３５】
【数３８】

【０１３６】
である場合(モジュール451参照)、減衰器405は、方程式(28)の下の行に示すように、ファ
クター0.86だけ、サブ計算機413からの利得Geを減衰させる。サブ計算機406は、修正され
た(非正規化された)周波数領域励振
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【０１３７】
【数３９】

【０１３８】
を得るために、方程式(28)の下の行に従って、周波数ビン中の正規化されたスペクトルの
励振
【０１３９】
【数４０】

【０１４０】
に、減衰器405からの減衰された利得を適用する。
【０１４１】
　要約すると、修正された(非正規化された)スペクトルの励振
【０１４２】

【数４１】

【０１４３】
は、次のように与えられる。
【０１４４】
【数４２】

【０１４５】
　最後に、スペクトルのより高い部分、この実施例では正規化された周波数領域励振の2k
Hzより高い周波数バンド(バンド>12)に関して(モジュール420および450参照)、周波数ビ
ン中の正規化された周波数領域励振が、
【０１４６】

【数４３】

【０１４７】
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とすることができる傾斜は、LPCフィルタの低すぎるエネルギー推定を補償するために、
利得Geに加えられる。周波数バンド当たりの傾斜の値δ(i)は、次のように公式化される
。
【０１４８】
【数４４】

【０１４９】
　傾斜は、傾斜計算機407-408によって計算され、修正された(非正規化された)周波数領
域励振
【０１５０】

【数４５】

【０１５１】
を得るために、サブ計算機409により、方程式(30)の上の行に従って、周波数ビンによる
正規化された周波数領域励振
【０１５２】
【数４６】

【０１５３】
に適用される。
【０１５４】
　さらに、スペクトルのより高い部分、この例示的な例では正規化された周波数領域励振
の2kHzより高い周波数バンド(バンド>12)に関して(モジュール420および450参照)、周波
数ビン中の正規化された周波数領域励振が、
【０１５５】
【数４７】

【０１５６】
である場合(モジュール452参照)、減衰器410は、修正された(非正規化された)周波数領域
励振
【０１５７】
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【数４８】

【０１５８】
を得るために、サブ計算機411により、方程式(30)の下の行に従って、周波数ビンによっ
て正規化されたスペクトルの励振
【０１５９】

【数４９】

【０１６０】
に適用される減衰利得
【０１６１】
【数５０】

【０１６２】
を計算する。
【０１６３】
　要約すると、非正規化されたスペクトルの励振
【０１６４】

【数５１】

【０１６５】
が、次のように決定される。
【０１６６】
【数５２】

【０１６７】
　ただし、aおよびbは、本明細書で上記に述べている。最新のバンドに適用される利得を
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【０１６８】
6) 逆周波数変換
　結合器453は、全部そろった修正された(非正規化された)周波数領域励振
【０１６９】
【数５３】

【０１７０】
を形成するために、サブ計算機414、403、406、409および411からの修正された(非正規化
された)周波数領域励振
【０１７１】

【数５４】

【０１７２】
に寄与度を結合する。
【０１７３】
　周波数領域処理が完了した後、逆周波数-時間変換202が、時間領域の修正された励振を
見出すために、結合器453からの修正された(非正規化された)周波数領域励振
【０１７４】
【数５５】

【０１７５】
に適用される。この例示的な実施形態では、周波数-時間変換が、25Hzの分解能を与える
時間-周波数変換のために使用されるのと同じタイプII DCTの逆を用いて達成される。さ
らに、あらゆる他の変換を使用することができる。修正された時間領域励振
【０１７６】

【数５６】

【０１７７】
が、以下のように得られる。
【０１７８】
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【数５７】

【０１７９】
　ただし、
【０１８０】
【数５８】

【０１８１】
は、修正された励振の周波数表現であり、Lは、フレーム長である。この例示的な例では
、フレーム長は、12.8kHzの対応する内部サンプリング周波数に対して256サンプルである
(AMR-WB)。
【０１８２】
7) 合成フィルタリングおよび現在のCELP合成物の上書き
　一度励振修正が完了されると、修正された励振は、現在のフレームについて修正された
合成物を得るために、合成フィルタ108によって処理される。上書き器110は、この修正さ
れた合成物を使用して、復号化された合成物の上に上書きし、それによって知覚品質が高
められる。
【０１８３】
　次いで、16kHzまでの最後のディエンファシスおよび再サンプリングをディエンファシ
スフィルタおよび再サンプラ112で実施することができる。
【符号の説明】
【０１８４】
　　101　AMR-WBビットストリーム
　　102　時間領域励振デコーダ
　　103　LP合成フィルタ
　　104、105、106、301　分類器の一部分
　　107　変換器/修正器
　　108　LP合成フィルタ
　　109　音声区間検出(VAD)情報
　　111　LPフィルタスムーザ
　　112　ディエンファサイジングフィルタおよび再サンプラ
　　201　時間-周波数領域変換器
　　203　カットオフ周波数計算機
　　204　ゼロアー
　　205　正規化器
　　206　ランダムノイズ発生器
　　207　加算器
　　208、209、210　利得計算機のサブ計算機
　　302　正規化器
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　　303、304、306　利得計算機の一部分の計算機
　　401　スペクトルスプリッタ
　　402　増幅器
　　403　サブ計算機
　　404　発見器
　　405　減衰器
　　406　サブ計算機
　　407　傾斜計算機
　　408　傾斜計算機
　　409　サブ計算機
　　410　減衰器
　　411　サブ計算機
　　413　サブ計算機
　　414　サブ計算機
　　420　モジュール、スペクトルスプリッタ
　　450　モジュール
　　451　モジュール
　　452　モジュール
　　453　結合器
　　1021　音声/音響信号の時間領域合成物

【図１】 【図２】
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